
ｙ

９
月
定
例
県
議
会
が
、
９
月
14
日
～
10
月
３
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

知
事
選
挙
を
目
前
に
控
え
る
中
、
吉
田
英
策
県
議
が
代
表
質
問
、
神
山
悦
子
県
議
が
一
般
質
問
、
宮

本
し
づ
え
県
議
が
総
括
質
問
に
立
ち
、
最
終
日
に
阿
部
裕
美
子
県
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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吉
田
英
策
県
議
は
、
憲
法
９

条
改
定
の
発
議
や
ト
リ
チ
ウ

ム
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
反

対
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
撤

去
中
止
、
第
二
原
発
廃
炉
の
具

体
化
、
猛
暑
・
災
害
対
策
と
し

て
高
校
エ
ア
コ
ン
設
置
や
河

川
改
修
予
算
の
増
額
、
避
難

所
設
備
の
充
実
、
再
エ
ネ
は

住
民
合
意
、
避
難
者
支
援
、

消
費
税
増
税
中
止
等
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
に
つ

い
て
は
、
タ
ン
ク
で
の
保
管

を
継
続
し
、
海
洋
放
出
に
反

対
す
べ
き
と
、
知
事
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。
知
事
は
、

「
公
聴
会
で
の
県
民
の
声
を

質問する
吉田英策県議
９月１９日

０
年
３
月
末
で
打
ち
切
る
と

表
明
。
双
葉
・
大
熊
両
町
を
除

く
富
岡
、
浪
江
、
葛
尾
、
飯
館

の
帰
還
困
難
区
域
住
民
へ
の

意
向
調
査
も
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
方
針
は
、
安
倍
自

公
政
権
の
復
興
加
速
化
第
７

次
提
言
が
、
帰
還
困
難
区
域
の

解
除
に
言
及
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
こ
と
で
す
。
打
ち
切
り

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

東
京
電
力
は
、
北
海
道
の
震

度
７
の
地
震
を
受
け
、
第
一
原

発
の
防
潮
堤
を
、
約
１
０
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
で
新
設
す
る
計

安倍首相は秋の臨時国会で「憲法９条に自衛隊を書き加える

改憲」を発議しようとしています。自衛隊の海外派遣にお墨付

きを与えるものです。知事は、国が決めることと

述べるのみ。NHK の直近の世論調査で「憲法改正」

を望む声はわずか６．４％に過ぎません。

神
山
県
議
は
、
避
難
者
住

宅
、
原
発
廃
炉
対
策
、
医
療
・

介
護
、
障
害
者
や
難
病
患
者
支

援
、
子
育
て
、
教
育
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

８
月
２
７
日
、
内
堀
知
事

は
、
国
が
解
除
時
期
も
示
さ
な

い
中
、
初
め
て
帰
還
困
難
区
域

の
避
難
者
へ
の
仮
設
・
借
上
げ

住
宅
の
無
償
提
供
を
２
０
２

受
け
止
め
」「
慎
重
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」

と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
、
海
洋
放

出
に
は
反
対
を
明
言
し
ま
せ
ん
。

富
岡
、
郡
山
、
東
京
で
行
わ
れ

た
公
聴
会
で
は
、
海
洋
放
出
で
は

な
く
タ
ン
ク
保
管
継
続
の
意
見

が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
県
漁
連

会
長
は
、
海
洋
放
出
は
、
本
格
操

業
を
目
指
す
本
県
漁
業
に
致
命

的
な
打
撃
を
与
え
る
と
述
べ
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
後
の
汚
染
水

タ
ン
ク
の
約
８
割
に
基
準
超
え

の
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い

た
問
題
で
、
県
議
団
は
東
電
の
隠

ぺ
い
体
質
に
強
く
抗
議
し
、
タ
ン

県漁連野崎会長と懇談（8 月 17 日）

質問する
神山悦子県議
９月２５日

神山悦子(郡山市)阿部裕美子(伊達市・郡)宮川えみ子(いわき市)宮本しづえ(福島市)吉田英策(いわき市)

画
で
す
。
防
潮
堤
は
か
ね
て
か

ら
県
議
団
が
求
め
て
き
た
も
の

で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は

１
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波
被
害
を

受
け
て
お
り
不
十
分
で
す
。

県
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
が
、

来
年
４
月
か
ら
新
た
に
小
学
４

年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
対

象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
や
教
職
員

が
い
っ
そ
う
競
争
に
駆
り
立
て

ら
れ
、
真
の
学
力
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
指
摘
し
、
中
止
を
求

め
ま
し
た
。

９月定例会を前に内堀知事に申し入れする県議団（8 月 30 日）

ク
保
管
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。東電福島本社佐藤副代表に抗議の申し入れ(10 月 1 日)

伊達市へ説明会開催を
要請する阿部県議と

大橋沙織さん(9 月 14 日)
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福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
は
、
福
島
特
措
法
で
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
国

と
県
が
一
体
で
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、
石

炭
火
発
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
、
水
素
、
メ

ガ
風
力
発
電
な
ど
大
企
業
や
財
界

の
た
め
の
事
業
を
す
す
め
、
昨
年

度
と
今
年
度
に
約
７
０
０
億
円
ず

県は、今年の猛暑を踏まえ、来年夏までに高校の教室に

エアコンを設置する方針を示しました。あわせて保護者が

設置したエアコンのリース代・燃料代も県が負担します。

これらは共産党県議団が繰り返し求めてきたものであ

り、県民運動の大きな成果です。

地
震
や
豪
雨
で
の
土
砂
災
害
が

全
国
で
発
生
し
て
お
り
、
県
主
導

で
巨
大
な
風
車
を
建
設
す
る
阿
武

隈
地
域
等
の
風
力
発
電
構
想
に
つ

い
て
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

再
エ
ネ
導
入
は
企
画
・
立
案
段

階
か
ら
住
民
合
意
や
環
境
保
全
の

ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
地
域
循
環
型

に
す
る
こ
と
、
ま
た
営
農
型
太
陽

光
発
電
や
家
庭
用
太
陽
光
発
電
へ

の
支
援
強
化
が
必
要
で
す
。

（仮称）たびと中央ウインドファーム計画地

の現地調査をする宮川県議（８月２２日）

石
炭
火
発
増
設
の
た
め
の

小
名
浜
港
東
港
地
区
の
予
算

に
は
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
意

見
書
で
は
、
憲
法
９
条
改
憲
中

止
、
所
得
税
法
５
６
条
廃
止
、

種
子
法
復
活
等
に
賛
成
の
立

場
で
討
論
し
ま
し
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
に
つ

い
て
は
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の

核
種
が
基
準
値
を
超
え
て
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
洋

放
出
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い

と
述
べ
ま
し
た
。

阿部裕美子県議

１０月３日

小中学校の学校給

食費は現在、県内半

数に当たる２９市町

村が全額無料または

半額・一部補助を実

施しています。憲法

２６条でも義務教育

は無償とされてお

り、子育て支援のた

めにも県の制度とし

て行うべきです。

日本列島各地で、猛暑や豪雨災害、巨大地震や台風の襲

来など異常気象による災害が頻発しています。学校や民間

のブロック塀の改修、災害避難所の設備充実、約５割と低

い河川改修などの予算の拡充が急がれます。過去最大とな

った５兆円を超える軍事費を削り、国も県も災害対策にこ

そ大幅に予算を増やすべきです。

通学カバンが小学生で約６キロ、中学生で約１５キロも

あり、子どもの健康や発達にゆがみが生じていると指摘さ

れており、携行品を減らすべきです。国も市町村教育委員

会に是正通知を出しました。

知
事
が
４
年
間
の
県
政
を

振
り
返
っ
た
冒
頭
の
演
説

で
、
被
災
者
、
避
難
者
の
苦

し
み
に
一
切
触
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
批
判
。
避
難
者
が
置

か
れ
た
実
情
に
つ
い
て
知
事

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

南
相
馬
や
飯
舘
、
川
俣
、

川
内
、
葛
尾
は
来
年
３
月
末

で
仮
設
・
借
り
上
げ
住
宅
が

打
ち
切
ら
れ
ま
す
。
生
活
再

建
先
の
確
認
が
必
要
な
１
２

４
６
戸
の
戸
別
訪
問
の
結
果

（
８
月
末
）
は
、
約
５
６
％

の
避
難
者
が
ま
だ
今
後
の

生
活
拠
点
を
決
め
ら
れ
な

い
で
い
ま
す
。
個
別
の
事
情

に
よ
り
延
長
も
可
能
と
な

る
特
定
延
長
の
対
象
拡
大

を
求
め
ま
し
た
。

一
方
、
国
と
県
が
一
体
で

推
進
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
は
、
拠

点
施
設
整
備
に
よ
る
人
口

増
の
見
通
し
も
不
透
明
で

す
。
す
ぐ
に
戻
る
人
も
戻
れ

な
い
人
も
含
め
、
住
民
が
主

体
と
な
る
復
興
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
原
発
事
故
原
因
に

つ
い
て
は
、
県
は
津
波
対
策

を
怠
っ
た
人
災
だ
と
改
め

て
認
め
ま
し
た
。

宮本しづえ県議

１０月２日

本
県
で
も
障
が
い
者
雇
用

の
水
増
し
が
あ
り
、
障
が
い

者
手
帳
な
し
で
算
定
し
て
い

た
人
数
は
昨
年
度
知
事
部

局
で
３
１
人
、
教
育
委
員
会

で
６
１
人
で
、
両
部
局
と
も

法
定
雇
用
率
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
障
が

い
者
の
雇
用
の
機
会
を
奪
っ

て
き
た
も
の
で
、
早
急
な
改

善
が
必
要
で
す
。

つ
計
上
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
か

ら
７
年
半
、
い
ま
だ
に
県
発
表
だ

け
で
も
４
万
４
千
人
の
避
難
者
が

い
ま
す
。
避
難
者
置
き
去
り
で

は
、
真
の
復
興
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
県
民
の
介
護
・

医
療
・
子
育
て
・
教
育
は
全
国
最

下
位
ク
ラ
ス
で
す
。
原
発
事
故

の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
お

り
、
こ
の
分
野
に
こ
そ
、
県
予
算

を
大
幅
に
増
額
す
べ
き
で
す
。

（上表２０１８年５月現在）

流
行
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
１
万
円
前
後
と
高
額

な
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
県

独
自
の
補
助
を
拡
大
す
べ
き

で
す
。


